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　弘法大師・空海が開いた高野山。標高800メートルの山上盆地
に117もの寺院が密集し、別名“天空の聖地”とも呼ばれていま
す。その高野山にある宿坊で「共命之鳥」という鳥の法話をお聞き
しました。
　「共命之鳥」は経典に登場する架空の鳥で、胴体は一つですが頭が
二つあり、美しい鳴き声を奏でるそうです。ある時、森の動物たちの
なかで、どちらの鳴き声が美しいのか話題になり、その話を聞いた二
羽（本当は一羽）が「自分の方が美しい」と言い争いを始めました。そ
して、一羽の鳥が「片方がこの世からいなくなれば自分が一番になれ
る」と考え、相手の食べ物にこっそり毒を盛り食べさせました。「これ
で自分が一番だ」とほほ笑んだ瞬間、その鳥も苦しくなり、ついには
二羽とも死んでしまった、という話です。
　この話は、「自分中心」的な考えを戒め、人を「思いやり」、自己の利

益よりも、他者の利益を優先する「利他の心」を持つことを私たちに
諭しています。また、その考えは、近江商人の「三方よし」の精神にも
通じるものと感じました。
　昨今、欧米にみられる保護主義的な動きや人を排斥する風潮が高
まっている世界の現状に、私は大きな危惧を抱いています。私たち
は、人と人だけではなく、国家間あるいは地球環境など、必ず他の存
在との関わりのなかで生きており、それらとの共存共栄なくして、自
己の存続や成長はできないものと考えます。
　古から伝わる「共命之鳥」の教えは、ある意味、人間の本源的な性
質を見抜き、将来に向けて警鐘を鳴らしていたのかもしれません。世
界（我が国も）が大きく揺れ動いている今こそ、「共命之鳥」の精神に
思いを致し、当行のＣＳＲ憲章に掲げる「共存共栄」の実践に努めなけ
れば、と改めて考える次第です。
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　水口には２つの水口城が築かれています。ひとつは水口岡山城

と呼ばれる城で、天正13（1585）年に中村一氏によって築かれ

ます。それまで甲賀は郡中惣と呼ばれる同名中が運営する地域

で、巨大な城が築かれることはありませんでした。ところが豊臣

政権になると甲賀はにわかに注目されることとなります。それ

は東海道が縦貫していたことに他なりません。全国統一を目指

す豊臣秀吉にとって、天正12年の小牧長久手合戦で徳川家康

と勝敗を決することができなかったことは大きな不安材料とな

りました。家康領に近い近江において、街道上に城郭を構える

ことが急務となります。岡山は眼下に東海道を見下ろすことの

できる、築城にはもってこいの場所でした。こうした状況より水

口岡山城は豊臣秀吉の命令によって中村一氏が築いたもので

あったと考えられます。

　後に城主となるのは増田長盛、長束正家ですが、両名ともに

豊臣五奉行となる人物であり、秀吉がいかに水口を重要視して

いたかがうかがえます。

　城は正家が関ヶ原合戦で西軍に与したため、合戦の後に廃城

となり、さらに徹底した城割りによって遺構はほとんど残ってい

ませんでした。ところが近年の発掘調査によって破壊された石

垣が地中から検出され、水口岡山城は本丸、二の丸、三の丸が

総石垣で築かれていることが明らかとなりました。さらにいち早

く築城するために、近隣の寺院や大溝城から転用した材木・瓦

を用いて築かれたことも判明しています。さらに興味深いのは城

割りの状況です。城下町から見えるところは徹底的に石垣を破

壊しているのですが、見えない方、つまり北側には点 と々石垣が

残されています。どうも手抜き工事をおこなっていたようです。

　この水口岡山城は織豊期の城郭構造をよく伝える城跡とし

て、2016年に国史跡に指定されました。

　さて、今ひとつの水口城は別名碧水城と呼ばれる水口の町の

中心に築かれた城です。水口城といえば大半の人がこちらの水

口城を連想されることでしょう。実はこの水口城は城郭の構え

をしているのですが、城として築かれたものではありません。正

式な名称は水口御茶屋と呼ばれるものです。

　寛永11（1634）年、将軍徳川家光は上洛をします。この上洛は

「御代替の御上洛」と呼ばれ、30万を超える大軍勢を引き連れ

てのものでした。上洛に際して将軍は親藩・譜代大名の居城に

宿泊することとなっていましたが、近江では東海道水口宿に将

軍専用の宿泊施設として御茶屋を新造しています。これが水口

御茶屋で、小堀遠州が作事奉行を務め、幕府大工頭の中井大

和守正知が大工を務めました。将軍家光のわずか１泊だけの

ために石垣を構え、水堀を巡らせ、櫓や枡形門まで備えた城が

築かれたのでした。

　その後使用されることなく、天和２（1682）年に加藤明友が入

封し、水口藩が成立しますが、加藤家では将軍宿泊施設に入城

するのは畏れ多いということで本丸には入らず、その外周に新

たに二の丸を設けて藩庁としました。
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　当行は、1月17日に滋賀銀行石山支店にて、「～子育て支援（くるみん
認定※）講座～しがぎん〈大津南部〉地方創生セミナー」を開催しました。
　本セミナーは、厚生労働省滋賀労働局、大津市、一般社団法人滋
賀経済産業協会の協力を得て、大津市総合戦略「ひとの創生」の施
策に掲げられている地元企業の子育て支援を後押しする企画です。
当日は、大津市内のお取引先約30社にご参加いただきました。
　第１部は、大津市政策調整部人権・男女共同参画課 北﨑祐慈 副
参事が「ワークライフバランスにおける大津市の取り組み」をテーマ
に講演。続いて第２部では、厚生労働省滋賀労働局雇用環境・均等室 
東野至圭夫 指導係長が「次世代育成支援対策推進法、雇用関係助
成金について」と題し、国の施策や企業向けの助成金について紹介
しました。
　また、第３部では、一般社団法人滋賀経済産業協会の次世代育成
支援対策推進センター 房登良和 総務部長がくるみん認定の取得に

ついて説明しました。
　当行は、第６次中期経営計画にある「地方創生への挑戦」を実践す
べく、地元の自治体・企業との連携をより一層強化し、地方創生の深
化に向けて今後も取り組んでまいります。
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地元企業の子育て支援をサポート
「しがぎん〈大津南部〉」地方創生セミナーを開催
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※くるみん認定／「子育てサポート企業」として、厚生労働大臣の認定を受けた証しのこと。次世代育成支援対策推進法に基づき、一般
事業主行動計画を策定した企業のうち、計画に定めた目標を達成し、一定の基準を満たした企業は、申請を行うことによって「子育てサ
ポート企業」として、厚生労働大臣の認定（くるみん認定）を受けることができる。2016年９月末時点、全国で2,657社が認定を受けている。
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